
• 人間ー自然相互作用環の解明、文理融合 

• “地球環境問題”は言葉の最も広い意味での“文化の問題” 

• 持続可能性から未来可能性へ。認識科学から設計科学へ 

• Multidisciplinary -> Interdisciplinary -> Transdisciplinary 

大学共同利用機関法人・人間文化研究機構 

総合地球環境学研究所(地球研） 
谷口真人 



(1) Future Earth 

• 科学と社会の共創による持続可能な社会を 

  目指す国際研究プログラム 

• 我が国における対応 

(2) 総合地球環境学研究所の１２年 

• 認識科学から設計科学へ 

• 地球研プロジェクト:アジア環太平洋地域の
人間環境安全保障－水・エネルギー・食糧連
関ー 

(3)アジアにおける地球環境研究の役割とアジア
恊    

  働大学院（AUI）構想との連携の可能性 
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Planetary Boundaries 
（地球の限界） 
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I. Global Environmental Change研究の歴史 

(1)1950-1980: 人類は地球システムの１部 

(2)1980-2000:WCRP/IGBP/DIVERSITAS/IHDP 

(3)2001-2010:Earth System Science Partnership 

(4) 2010-:Ground Challenge,Visioning,Planetary Boundaries  

地球環境研究統合への動き 

Forecasting(予測): 将来の環境と人間圏への影響予測
の有用性の改善。 

Observing(観測)：世界と地域の環境変化を管理する
ための必要な観測システムの開発強化と統合。 

Confining(封じ込め)：破壊的な地球環境変化を認識、
回避し、管理する方法の決定。 

Responding(応答)：どのような制度的、経済的、人間

行動の変化が、地球規模の持続可能性に対して効果
的な手順であるかの決定。 

Innovating(革新)： グローバルな持続可能性を達成す

るために、評価メカニズムを利用して、技術的、政
策的、社会的適応の革新的開発を奨励。 



Future Earth: building from the GEC programmes  

1996  1986 1980 

 1991 

2001  

Global Environmental Change Programmes and Projects 

and their partnership 
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2013  

FUTURE 
 EARTH 



Rio+20 (June, 2012)で明らかになったこと 

 

 (1) 先進国と発展途上国との対立構造は20   

   年前と変わりがない 

 (2) 科学と社会との関係性も20年前と変わ 

   りがない（科学に対する不信感、社会へ 

   の適用に対する限界（温暖化、原発、、、） 

 (3) 地球環境科学に関連する個々の学問 

   分野(discipline) は大きく進展したが、地 

   球環境問題の解決には至っていない 

   (4) Anthropocene (人類世)にふさわしい学 

         問・科学と社会のあり方（共創）が必要 

   ⇒Future Earth 

   



Future Earth   
research for global 

sustainability 

photos: www.dawide.com 

WMO 

地球環境変化によるリスクに向き合える新しい
「智」の供給と、その「智」にもとづく持続可能な

地球システムへの社会変容の機会の獲得 

Future Earth: goal 

To provide the knowledge required for societies in the world to 

face risks posed by global environmental change and to seize 

opportunities in a transition to global sustainability  

http://www.unesco.org/new/en/unesco/


Timeline towards implementation 

* 

Jun  

2011 
 Dec  

2012 

18-month 

initial design 
Transition Team 

 May  

2013 

     Future Earth 

       10-year initiative 

 2022 

ESSP  
ends 

      Interim  
            secretariat 

        
               

      Interim  
             governance  

          

 
                      Science  

                          Committee 

 

 

 

      Operational  
      secretariat 

 
       

      Governing  
  Council 

 May 

2014 

interim 

governance 

Integration of existing 
projects 

Call for new projects 

  



and human security 

  

人間活動 
自然変動 

地球環境変化 

人類の福祉への影響 

持続可能な地球への転換 

Future Earth 



Future Earth Research Themes 

  

地球ダイナミクスの理解 地球環境智の探求 

持続可能な地球 
社会への転換 



Dynamic Planet 
What are the states, variability and trends in biodiversity, climate, soils, cryosphere, biogeochemistry, 

hydrology, and oceans? 

What is happening to the human and geophysical driving forces of change such as consumption, population, 

technology, greenhouse gases, and evolution and how do they interact? 

What are the scenarios for the future including natural variability, the risks of tipping points and catastrophic 

change? 

Global Development   

  What are the patterns, trade offs and sustainable options for land use? 

How can we ensure secure and sustainable food, water, air, energy and materials for 9 billion people? 

How is global environmental change risking human health, biodiversity and ecosystem services? 

What energy options are available to provide energy for all with reduced environmental impacts? 

FEのテーマ: key questions 

  

C1 Observing Systems 

C2 Data Systems 

C3 Earth System Modeling 

C4 Theory Development 

C5 Synthesis and Assessments 

C6 Capacity Development and 

Education 

C7 Communication and the 

Science-Policy Interface 

What energy options are available to provide energy for all with reduced 

environmental impacts? 

Transformation towards Sustainability 
How can we align governance to manage global environmental change 

and sustainable development? 

What are the options for innovative green technology and economics to 

promote, for example, lower carbon futures and more rewarding work? 

How do information, values and policies influence individual and 

corporate behavior to more sustainable patterns of production, trade and 

consumption? 

What triggers system transformations and what leverage points can be 

used to promote deliberate and equitable change towards sustainability? 

Proposed cross-cutting capabilities 



Slide from G. Klepper’s presentation at Planet Under Pressure  

Co-design and co-production of 
knowledge requires the involvement 
of researchers 
and stakeholders during  
the entire research  
process. 



Research 

Science-Policy Interfaces 

Funders 

Governments 

Development organisations 

Business and Industries 

Civil Society (NGOs etc.) 

Media 

８つのstakeholdersとＦＥの運営組織構造 



• 地球研は地球環境学の総合的研究を行なう大学共同利用
機関の15番目の研究機関として2001年4月に創設。 

• 人間ー自然相互作用環の解明、文理融合 

• Multidisciplinary -> Interdisciplinary -> Transdisciplinary 

• 3-5年の研究プロジェクトを公募・費用配分・雇用(Solicit, 
fund and  host)  

総合地球環境学研究所（地球研） 
RIHN  (Research Institute for Humanity and Nature) 



地球研・共同研究の実績概要 
 

研究プロジェクト一覧（要覧参照） 
終了プロジェクト２２、現在進行１０プロジェクト 



第２期(2010-) 
未来設計イニシアイブ（風水土・山野河海・
生存地）による設計科学をとりこんだ基幹
研究プロジェクトを導入 

第１期(2001-2009) 
５つのプログラム制（循環・多様性・資源・文明環境史・地球
地域）による文理融合を目指した認識科学のプロジェクト制 

外部審査（ＰＥＣ）によるプロジェクト審査と評価 

Multidisciplinary -> interdisciplinary  

Interdisciplinary -> transdiscilplinary  



地球研第２期・基幹研究ハブ（3年間）の主な活動と成果 

(1) 基幹FSシーズの公募と基幹研究WSによる基幹プロジェクトの立案 
 FR3: 統合的水資源管理のための「水土の知」を設える 

 FR2: 地域環境知形成による新たなコモンズの創生と持続可能な管理 

 FR1: アジア環太平洋地域の人間環境安全保障：水・エネルギー・食料連環 

 

(2) 未来設計のための方法論の策定と推進 
A) 未来設計イニシアティブのグランドデザイン  

B) 統合知エミュレータの開発 

C) セミナー・シンポジウム・研究会 

 未来設計イニシアティブセミナー 

 基幹研究ハブシンポジウム 

 認識科学的アプローチを横断的に統合する設計科学的アプローチを取り
入れた「未来設計イニシアティブ」にもとづき、 

(1) 基幹研究プロジェクトの企画立案とガイダンス 

(2) 未来設計のための方法論の策定と推進 

(3)  終了プロジェクト (CR) の検証と成果の統合 を行う。 
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大学共同利用機関法人　 人間文化研究機構

総合地球環境学研究所

京都大学生態学研究センタ ー

名古屋大学地球水循環研究センタ ー

京都市北区上賀茂本山 457-4

【 お問い合わせ】 総合地球環境学研究所　 研究推進戦略センタ ー　
中野孝教　 TEL: 075-707-2430   nakanot@chikyu.ac.jp

第 2 回

同位体環境学
シンポジウム

2013.

総合地球環境学研究所  講演室

安定同位体を用いた地球環境研究の現状報告を中心に、

地球研における研究成果を整理し 、 地球研がめざす

「 同位体環境学」 への展望を考える。

2.18   -19月 火

主催

後援

安定

Future Asia と 環境マッ プ事業Session 1

大気質のマッ プと モニタ リ ングSession 2

環境マッ プ事業の背景と 実例Session 3

9： 00～17： 302/18 月

挨　 拶       佐藤洋一郎（ 総合地球環境学研究所）9： 00～9： 10

環境マッ プ事業： Future Asia にむけた
同位体環境学の創出

中野孝教（ 総合地球環境学研究所）

9： 10～9： 30

Future Earth： 国際動向と アジアにおける
科学と 社会の共創
谷口真人（ 総合地球環境学研究所）

9： 30～10： 00

生態系・ 生物多様性研究のアジア展開：
プロジェ ク ト 研究から
Biodiversity Observation Network へ

石井励一郎（ 海洋研究開発機構）

10： 00～10： 30

IAEA における Water Resources Programme
の取り 組みと希ガス同位体を用いた地下水研究

松本拓也（ 国際原子力機関）

10： 40～11： 10

日本全国における降水同位体比の集中観測

一柳錦平（ 熊本大学）

11： 10～11： 40

日本の降水の水同位体比の長期変動

薮崎志穂（ 福島大学）

11： 40～12： 10

水同位体を使った気候モデル及びデータ同化の進展

芳村圭（ 東京大学）

13： 10～13： 40

アジアの環境マッ プ事業 : 水の多項目マッ プを
用いた環境診断

中野孝教（ 総合地球環境学研究所）

14： 50～15： 20

河川堆積物の地球化学マッ プの経緯と 現状

田中剛（ 名古屋大学）

15： 20～15： 50

秋田県河川の水質マッ プ： 資源探査から環境評価へ

石山大三（ 秋田大学）

15： 50～16： 20

ポスタ ーセッ ショ ン16： 20～17： 30

国際的な大気汚染モニタ リ ングの動向とEANET

大泉毅（ アジア大気汚染研究センタ ー）

13： 40～14： 10

窒素酸素安定同位体比による森林生態系の
窒素循環解析について

木庭啓介（ 東京農工大学）

14： 10～14： 40

9： 00～17： 302/19 火

環境マッ プ事業の展開Session 4

環境マッ プ事業と 分析技術Session 5

土壌・ 堆積物の逐次抽出法による金属元素の起源識別

横尾頼子（ 同志社大学）

9： 00～9： 30

アジアと アラ スカ の氷河生態系に及ぼす
風成塵効果： Sr-Nd 同位体による検討

永塚尚子（ 千葉大学）

9： 30～10： 00

重元素同位体比と 元素濃度組成を用いた
農産物の産地判別研究

有山薫（ 穀物検定協会）

10： 00～10： 30

軽元素安定同位体を用いた食品産地判別研究

鈴木彌生子（ 食品総合研究所）

10： 40～11： 00

自然人類学・ 考古学における同位体マッ プの応用

日下宗一郎（ 総合地球環境学研究所）

11： 00～11： 30

環境 DNA を用いた微生物マッ ピング：
コ イ ヘルペスウイ ルスを例に
源利文（ 神戸大学）

11： 30～12： 00

軽元素安定同位体計測のための
“ 古く て新し い”Dual-In let 法
阿部理（ 名古屋大学）

13： 00～13： 30

同位体生態学の進展と 生物多様性研究

陀安一郎（ 京都大学）

13： 30～14： 00

アミ ノ 酸窒素同位体比のデータ アーカ イ ブと
その意義について

大河内直彦（ 海洋研究開発機構）

14： 00～14： 30

標準物質の作成法およびト レーサビリ ティ 体系

野々瀬菜穂子（ 産業技術総合研究所）

14： 45～15： 15

ク ロム、 亜鉛、 ニッ ケル同位体分析法の開発

山下勝行（ 岡山大学）

15： 15～15： 40

同位体顕微鏡の進展と 地球環境研究

圦本尚義（ 北海道大学）

15： 40～16： 20

ディ スカ ッ ショ ン16： 30～17： 30

・ 第2回 同位体環境学シンポジウム   
   2013年2月18～19日 
   66機関：口頭24件、ポスター43件 

地球研実験施設 

最先端の安定同位体機器類を中心に 
地球研施設を用いた共同研究の推進 
・ 同位体環境学共同研究事業（33件） 

研究推進部門（実験室） 



総合地球環境学研究所 

大学間連携を通じた広域アジアにおける地球環境学リポジトリの構築 
－ 自然と調和した社会構築を目指す新たな知の拠点形成事業 － 

分野横断型の共同研究による環境研究の推進 

地球環境学情報リポジトリ 

地球研・プロジェクト研究 
の情報 （27プロジェクト） 

広域アジアにおける、 
海外からの研究情報 

長期生態研究・自然環境研究 
センターなど環境省・農水省 
関係の研究情報 

本事業で連携する全国大学 
の環境研究 機関（２９機関） 

分散データの共有化→データの共同利用 

地域研究に関する情報（「地域の
知」プロジェクト、地域研究コンソー
シアムなど） 

 
 

研究資源共有化事業 
人間文化研究機構 

人文科学に関する情報 
（歴史、民族、文学、言
語・・・） 

多様な環境研究情報 

地図・地理資料 
人口統計・経済産業データ
航空写真・衛星画像 
歴史文書・図書資料 
大気気象データ 
生物相（分布、分類）データ
環境モニタリングデータ 
 
 

国公私立大学 
（大学間共同研究の展開、
学生教育への活用等） 

研究機関 
（政府系・民間研
究機関等） 

地方自治体 
（西条市、遊佐町、
大槌町など） 

 
各種団体 
（NPO、共同
組合等） 

 

企業 
（メディア、コン
サルタント） 

地球研の新たな 
プロジェクト研究 
広い視点と基盤を提供 

環境問題解決への学術的貢献 
（被災地復興、自然災害対策、獣害対策   etc.） 

…
 



     

地球研国際シンポジウム 
（地球研、計７回 2006年～） 
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地球研フォーラム 
（国立京都国際会館, 計11回, 2002年～） 

ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂
（国立京都国際会館, 計３回 2010年～） 

グロ・ハルレム・ブルントラント 
真鍋淑郎 
ワンガリ・マータイ 
 
原田正純 
ジグミ・シンゲ・ワンチュク 
エリノア・オストロム 
 
クラウス・テプファー 
レスター・Ｒ・ブラウン 

地球研オープンハウス 
（地球研 計２回 2011年～ ） 

広報部門 



地球研の大学院教育について 
 地球研のミッションは地球環境学の構築であり、学を担う者・継承する者

の育成と，学の教育体系（カリキュラム）の構築も視野に入れる． 

 人材育成は，大学共同利用機関である研究機関として，若手研究者（ポ
スドク研究者）の育成が中心であるが、一方，大学共同利用機関として
の共同研究（プロジェクト）と連動した大学院教育は進めてきた． 

 「連携大学院」方式など，プロジェクト研究で連携する大学の研究科など
の教育プログラムにも，条件が揃えば積極的に参加する．例：名古屋大
学大学院環境学研究科（招聘教員：地球研教員5名、名大・環境学研究
科の授業一部分） 

 大学院教育も，国際的な視野で整備 
      例1：北京大学「地球環境学講座」 地球研教員6名 
    （第１回：2012年2月19-20日中国環境問題研究拠点主催） 
            (第２回：2013年3月14-15日同拠点主催） 
   例２：ＩＳＳＣとの連携による若手研究者育成Schoolを準備中 

連携推進部門：国内外連携 



連携推進部門：国内外連携 

RIHN PERSPECTIVE  
  Transdisciplinarity  
  RIHN Initiative  
  International Network  
  Social Contribution  
  Connection with Other Projects  
  Asia Vision 

RIHN News (年4回) 
RIC Database 
国内・国際連携 

GEC-Japan Platform  
中国環境問題研究拠点 
第1期（2007－2011年度） 

22 

人間文化研究機構・地域研究推進事業（ネットワーク型拠点形成）

のひとつである「現代中国」を構成する6拠点のひとつ（ほかに早稲

田大学、慶應義塾大学、東京大学、東洋文庫、京都大学） 

地球環境問題に関して大きなアクターのひとつとなった中国に焦

点をあてる。 

 第１期 （2007-2011）： 
 『中国の社会開発と環境保全 
  －開発による文化・社会と環境の変容 』 
第２期（2012-2016）のテーマ： 
『グローバル化する中国の環境問題と 
 東アジア成熟社会の模索』 
 
国際シンポジウム（年１回） 
地球環境学講座（北京大学等） 
書籍の発刊 
ニューズレター『天地人』 

 

  



Rio+20 Science Forum 

持続性国際会議(日本学術会議) 
2011年9月14-16日 

地球研創立10周年記念シン
ポジウム(2011年4月20日) 

地球研10周年記念からFuture Asiaまでの流れ 
地球研10th 記念シンポジウム 
（2011年4月） 

       ↓ 
学術会議 持続性国際会議 
（2011年9月） 

       ↓ 
Belmont Forum  
(2012年1月地球研） 

       ↓ 
Planet Under Pressure  
(2012年3月) 

       ↓ 
Rio+20 (2012年6月） 

                     ↓ 
ICSU RM Asia-Pacific (2012年11月） 

                     ↓ 
GEC-Asia symposium “Future Asia” 
(2012年12月地球研） 

← GEC-Japan  
      Platform  



GEC, Grand Challenges, Visioning Process, Belmont Forum  

1st  TT meeting 
Jun 2011        
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ICSU GA 
Sep 2011 
 

Planet Under  
Pressure  
Mar 2012 

Transition Team (TT) meetings 
Launch events  

2nd  TT meeting 
Dec 2011   

4th TT meeting 
       Nov 2012       

  Rio +20 
Jun 2012 

5th Belmont 
Forum  
meeting 
Jan 2012  
    RIHN 
 

ISSC ExCom 
Nov 2011 
 

UNEP GC 
Feb 2012 
 

3rd  TT meeting 
Apr 2012  

  

TT established;  
ToR agreed 

Research 
agenda  

first draft 

Institutional design 
/ stakeholders 

first draft 

Implementation 
plan; new 

governance 

Jun 2011        Dec 2012        

Transition Team (TT) meetings 
Launch events  
Alliance partners gov. bodies 

Deliang Chen 

Water 
Transdisciplinary 

Water Security 
Coastal Vulnerability + 



Research priorities and opportunities within 
Future Earth in unique Asia and the Pacific 

o Framing the RQs from a societal problem/solution perspective 
o Understand that we all speak different languages 
o Urban issues, including megacities 
o Water  issues (interconnections) 
o Vulnerabilities & resilience 
o Coastal issues 
o Integrating various scales & dimensions 
o Environment & society 
o Variability, extremes & heterogeneity 
o Development with a focus on green growth 

ICSU Asia PacificおよびFuture Asia 会議より 

Diversity and dynamic change (Asia – Pacific) 
Similarities and  differences within Asia-Pacific 
    ⇒ Sharing knowledge within the region and 
linking to other regions/global     

How to make balances between  
   *negative (disaster/risk) and positive (service/benefit) 
   *traditional knowledge and new scientific knowledge 
   * current generation and future generation 
   * developed countries and developing countries 
⇒ We need a common platform to share the knowledge 
       in Asia-Pacific region       



GEC-Japan から GEC-Asiaへ 
          FE in Asiaへ 



International-regional-national interface 

GEC-Japan 

International  Environmental 
Governance 

Regional 
Environmental 
Governance 
Future Asia 
Future Europe 
Future ,,,,  

National/local 
Environmental  
Governance  

Future Earth  

Rockström et al. (2009) 

Future Earth ICSU/ISSC etc 

GEC-Asia Platform 
 Future-Earth in Asia  

GEC-Japan 

IHDP IGBP 
WCRP 

DIVERSITY 



Future Earth  
プロジェクトの一例 

 
 
 

総合地球環境学研究所(地球研） 

FE対応研究プロジェクト 

（PI:谷口真人） 

地球研・基幹研究プロジェクト 
  アジア環太平洋地域の人間環境安全保障 

   －水・エネルギー・食糧連関ー 



水- エネルギー 水 – 食料 

(King et al, 2008) 

社会変動 気候変動 

水 エネルギー 食料 

社会の多様な主体間の対立・相克や衝突 

Rockström et al. (2009) 

Tradeoff/Conflict 

人類の生存・福祉の 
基本的要素 

 

Tradeoff/Conflict 

地球の限界  

アジア環太平洋地域における人間環境安全保障 
- 水・エネルギー・食料連環 –         



Flooding 

Otsuchi  after 
tsunami (June 11, 
2011) 

Monsoon Asia Ring of Fire 

水文気候学的条件: ⇒ 
活発な水循環と豊かな生態系 

Negative 
disaster/risk 

Precipitation River discharge 

地質学・地形学的条件： ⇒ 
活発な地震・火山活動と豊富な地熱  

Positive 
service/benefit 

Negative 
disaster/risk 

Positive 
service/benefit 



人間安全保障 

人間安全保障委員会 
貧困・飢餓・紛争・教育・ 
医療・保健 
＊恐怖からの自由 
＊欠乏からの自由 

環境安全保障 人間環境安全保障 

気候変動が原因で 
脅かされる安全保障 

水の安全保障 
エネルギー安全保障 
食料安全保障 
・・・・安全保障 
・・・・安全保障 

個別の安全保障をではなく、 
連環(Nexus)として安全保障 

自然要因だけでなく社会の
変動がもたらされる安全保
障も対象 

 リスク・脆弱性の軽減と 
 サービス・ベネフィット増大 
 のバランスしたHuman  
Well-beingのための持続可
能な社会における重要概念 

社会変動が原因で 
脅かされる安全保障 

社会変動 気候変動 Security 

アジア環太平洋地域における水とエネルギーおよび食料の連環に
よる複合的な人間環境安全保障を最大化（脆弱性を最小化）するた
めに、環境ガバナンスの構造と政策の最適化の方法を提示する。 

プロジェクトの目的 



水・エネルギー・食料のSecurity は human health and well-
being決める要因    どのように人間の行動と意思が決定されるか。 

従来の人間行動/意思決定解析は経済合理性・市場効率性に基づく 

水・エネルギー・食料利用の行動・意思決定の要因  
(1) 社会経済 (2)文化 (3)自然環境 (4)技術/生態適応戦略 

Securityを特徴化・指標化し、シナリオをベースにどの
securityを高めることによって脆弱性を下げるかをとおして
未来の状態を提案 

Value(価値) 
Beliefs(信念) 
Attitude(態度) 
Perception(認識) 

科学技術の発展 
自然環境 
制度配置 
政策決定 

Brondizio, Ostrom, Young,  
2009 



Resource-1

Resource-2

Resource-3

Resource-4

HH-1

HH-5

HH-6

HH-2

HH-4

HH-3

Resource-1

R-2

Resource-3

Resource-4

HH-1

HH-5

HH-6

HH-2

HH-4

HH-3

Environmental Change

Before

After

COLLECT MODEL INPUTS 
Geographic            Policy & Institutions 

Socio-economic Demographic 

Resources                          Capital & Infrastructure 

Environmental & Ecological 

Factors , Index & Score of Security 
Principal component and social network analyses 

Management  & Policy options 
Suite of feasible actions identified through 

stakeholder feedback 

Action plans for increasing security 
Recommend actions that increase security at least cost 

Water 

resources 

analyses 

Human 

behavioral 

analyses 

社会の中の 

様々な 

利益・活動の
主体 

Multi-

stakeholders 
Households 

Policymakers 

Scientists 

Community 

Organizations 

Energy 

resources 

analyses 

Fisheries 

resources 

analyses 

Water  

Policy  

Fisheries  

Policy  

Stake

holder 

Fisheries 

resources 

analyses 

Water 

resources 

analyses 

Social 

economical 

analyses 

Energy  

Policy  

従来の方法 

Stake

holder 

Stake

holder 

Energy 

resources 

analyses 

x x 



地熱エネルギー  

USA 

INDONESIA 

JAPAN  
(2rd) 

ポテンシャル  
(Stefansson, 2005) 

現状   
(BP Statistical Review of 
 Energy, 2011) 

JAPAN (8th) 

水-エネルギー連環(1)大分（別府）他 

温泉 vs 地熱発電     

•水とエネルギーのトレードオフ 
•ステークホルダー間の対立 
どちらを選択することがsecurity
の高い状態か？ 

八丁原地熱発電 



Run-of-River Power Generation 

British Columbia, Canada 

 サーモン($238 M) vs 水力発電 

 -> 水産資源（+環境維持水用水） 

   vs エネルギ-  

 

 

 

水-エネルギー-(水産資源)連環 
BC (W. Canada), CV, Sacramento (Cal, USA) 

水力発電 vs 水資源vsサーモン 

California, USA : 総エネルギー使用料の30%以上が揚
水を含む配水に使われている 水資源vs エネルギー 



複合的な地球環境問題解決のための科学と社会の共創 

Water 

コンソーシアム(地球研P成果   
 CUSEMA(W) 
  APGE(E) EMECS(CF) 
  UNESCAP(SE), ASEAN, APEC 

International  

Regional (Asia- 
Pacific)  

Local  

Future Earth  
 Fresh water security 
 Coastal  vulnerability 

Spring W.  
Forum etc 

Rockström et al. (2009) 

Energy food 

GEC-Asia Platform 

FE 

ICSU/ISSC 
IASS (Energy) 
IHDP (water) 
LOICZ(Fishery) 

National/Regional single Issue (water, 
energy, food) Summit/Consortium  

Regional Multi-
Issue Platform 

CUSEMA (2011) 

地球研10th 記念シンポジウム(2011/4） 
日本学術会議 ・持続性会議(2011/9） 
5th Belmont Forum (2012/1） 
Planet Under Pressure (2012/3) 
Rio+20 Future Earth (2012/6） 
ICSU Asia-Pacific (2012/11） 
GEC-JP/Asia  Future Asia (2012/12） 

地球研Ｐ 
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JAKARTA CITY 

JAKARTA 
ENVIRONMENT 
MANAGEMENT BODY 
(BPLHD DKI JAKARTA) 

PT. AETRA AIR 
JAKARTA 
Jakarta Water 
Company, Inc  

Ministry of Energy 
and Mineral 
Resources Indonesia 
(DESDM) 

Japan 

Cal. USA 

West. 
Canada 

CUSEMA (Consortium for Water) 

National Water 
Resources Board 

Department of 
Environment  
and Natural 
Resources 

Metropolitan 
Waterworks  
and Sewerage 
Systems 

University of the 
Philippines 

Manila Water Company, Inc. 

Maynilad Water 
Services, Inc. 

Malabon City 

Makati City 

Quezon City 

San Juan City 
Phil. Nuclear  
Research Institute 

National Gov. 

Sci. Com. 

Private Sec. 

Local Gov. 

Philippines 

INDONESIAN 
INSTITUTE of 
SCIENCES (LIPI)  

Indonesia 

Consortium for Energy 
Consortium for Fishery Resources 

GEC-Asia/Pacific 
Platform (Future 
Asia/Pacific) 

複合的な地球環境問題の解決に向けて、Asia 
Pacificのvision に基づき、未来社会の設計の
ために科学と社会が共創するplatform 



Science in/for Society 

Region 

    
Theme  

           統合の手法 

Meta Analyses 

           統合の内容 

Water-Energy-Food Nexus 

水 

エネルギー 食料 

基幹研究プロジェクト (1)地球研P成果を新たなフレームで統合 
               (2) 設計科学としての成果が見込まれる計画 

(Co-design/Co-produce) 

International 

Regional 

Local 

FE 

Energy Food 

Water 

地球研P他 

Tradeoff/Conflict 



アジア協働大学院(AUI)構想 



Future Earth 
(1) Multidisciplinary ->Interdisciplinary  
                                                         -> Transdisciplinary 
(2) Co-design/ Co-production 
(3) Multi- scale (vertical) integration) and Multi-issue  
     (horizontal) integration 


